
           
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

中間総括評価実施要領の概要 

 

(１)  中期目標・中期計画の達成状況

を確認し、中期目標の残存期間に

法人が解決すべき課題等を明らか

にする。 

(２)  次期中期目標の検討並びに次期

中期目標に向けての法人の組織及

び業務の全般にわたる検討並びに

中期目標期間終了時の業務の実績

評価の検討に反映させる。 

(３) 法人運営について、法人の自主

的・積極的な取組を評価する。 

(4) 評価を通じて、法人の業務運営

の状況を分かりやすく社会に示

す。 

(5) 評価を通じて、法人の業務運営

等の質的向上を図る。 

(6) 教育研究に関しては、その特性

に配慮する。 

中間総括評価の基本方針 
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等
） 

 

○ 中期計画の各記載事項の達成見込み等を記
載し、Ⅰ～Ⅳの４段階で進捗を自己評価 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
○ 中期計画の項目ごとに、業務実績及び自己
評価を記載し、下記により自己評定 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

評価委員会 

項目別評価 

○ 実績の検証を踏まえ、項目ごとに下

記Ｓ～Ｄの５段階で評定 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○ 特筆すべき点、課題や遅れている点

等についてコメント。 
○ 教育研究については、その特性に配

慮して、事業の外形的・客観的な進捗

状況を評価。 
 

○ 項目別の業務実績及び自己評価を踏まえ、全

体の業務実績及び自己評価を法人が記述式で記

載。 

○ 法人の業務の実績について総合的な

評定を記述式により行う。 
○ 大学改革を推進するための取組、県民

や社会に開かれた大学を目指した取組、

教育研究等の質の向上に向けた特色あ

る取組等について積極的に評価。 

項目別評価を踏まえて全体評価を実施 

Ｓ：達成状況が非常に優れることとなる見込み。 

   （評価委員会が特に認める場合で、達成見込みが

すべてⅢ以上で、Ⅳが相当数（目安５割以上） 

    あるもの） 

Ａ：達成状況が良好となる見込み。 

（達成見込みがすべてⅣ又はⅢ） 

Ｂ：達成状況がおおむね良好となる見込み。 

（同 ⅣまたはⅢの割合が９割以上） 

Ｃ：達成状況が不十分となる見込み。      

（同 ⅣまたはⅢの割合が９割未満） 

Ｄ：重大な改善事項がある。 

全
体
評
価 

 

業務実績の自己評価、中期計画一覧表等作成 

Ⅳ：中期計画を上回って実施できる見込み。 

Ⅲ：中期計画を十分に実施できる見込み。 

Ⅱ：中期計画を十分には実施できない見込み。 

Ⅰ：中期計画を大幅に下回る見込み。 

または、中期計画を実施していない。 

公立大学法人 

Ｓ：達成状況が非常に優れることとなる見込み。 

   （法人が特に認める場合で、達成見込みがす

べてⅢ以上で、Ⅳが相当数（目安５割以上） 

    あるもの） 

Ａ：達成状況が良好となる見込み。 

（達成見込みがすべてⅣ又はⅢ） 

Ｂ：達成状況がおおむね良好となる見込み。 

（同 ⅣまたはⅢの割合が９割以上） 

Ｃ：達成状況が不十分となる見込み。      

（同 ⅣまたはⅢの割合が９割未満） 

Ｄ：重大な改善事項がある。   

調
査
・
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析
・
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総
合
的
な
評
定 
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